
■アースデイの魅力 ■今の社会のポジティブな面

2013.8.31(日)　『アースデイ東京２０１４に向けたミーティング @cafe Slow』のまとめ（その1）

■新聞・テレビなどの大手マスコミの情報→個のネット

ワークの出現

■ピンチはチャンス！→　3.11で目が覚めた人が生ま

れてきた

■気候の変化を身に染みて感じ、地域の人と環境問題

を話題にするようになった

■個人がSNSなどで情報を発信しやすくなってきた

■個、家族の大切さ　

■仕事(会社)と自分の生活を切り離して自由に活動で

きるようになってきた

■情報システムのおかげで地方に暮らしながら東京に

事務所を持つことができる

■情報システムのおかげで1人の人間がいくつもの仕事

を持つことができる

■情報システムのおかげで色々な人々の生活を瞬時に

共感できる

■「専門家」だけでなく、それぞれの人がもっている発想

力や力、それぞれの地域にあるものを活かしてよりよい

モノをつくっていく。

■色々な活動の面白さ、多様なアプローチをお互い受容

■子どもたち、今、未来の生活を想っていくこと（つなげ

ていくこと）

■若い方が環境について意識が高い人がツイッターや

ブログで発信している

■少しづつ自然食を扱うお店が増えてきた。薬の副作用

など、病気の本質を考える方が増えているように思う。

■等身大（無理をしない）

■若い人の家庭菜園など食とのかかわりが増えてきた

こと

■社会を自分たちで変えていこう！という気持ちの芽生

え。選挙FES、選挙キャンプ

■開かれたコミティーヘ

■シェアリング

■シェアハウス

■物々交換

■お互い様

■エネルギーシフト

■ダウンシフト

■降りてゆく生き方

■企業における環境含むソーシャル面での制約が根付

いてきたことおよび社会企業家の動き

■サステナブルへの意識拡張

■特に311以降、市民活動系のソーシャルとインター

ネット上のソーシャルが近づいて来たこと

（一般市民の意識と行動の活性化と広がり）

■復興とコミュニティー

■ソーシャルネットワーク技術・アイデア・環境の進展

■技術の進化

■おかしなところをおかしいと言えるようになってき

た。

■横のつながりがでてきた

■経済だけに価値をおくという考えが壊れてきた。（本

当の豊かさを求める人が増えてきた）

■愛

■生き方が変わった

■脱原発って言えるようになった。

■変化・回帰を求めている

■土の大切さに気づいた人たちが増えた

■人が集まる

■いろんなフェスが増えた

■原発、放射能を勉強しはじめた

■自給自足の方向に進む人が増えた

■政治の新しい流れ

■情報の広がり

■SNSでつながりを求められる

■311以降多くの人が気づきはじめ動き出している

■食・エネルギーなど『生きる根源』を考えはじめた人

が増えた

■マスメディアを信じる人が減った

■天ぷら油のリサイクル

■お金をかけるより手間ヒマをかける良さが見直されつ

つある

■ミニマリズムが熱い！

■ゴミのリサイクル分別

■若者が発信しはじめてきた。

■オフグリット化

■トラジッションタウン運動

■個人としての表現の場が増えた。ミクシ、フェイスブッ

クなど

■世界が近くなっている

■socialgoodへの評価、理解の拡大

■環境に対して良いことするのは当たり前という意識

■できる人ができるときにやる形で協力していく合理さ

が浸透してきた

■ママも飲みいける

■自由

■情報を引き出してやすい、検索しやすい

■金銭的に裕福

■自分で選択さえすれば新しい生き方や働き方を手に

入れられる（デジタルテクノロジー）

■環境配慮型のテクノロジーの進化

■市民がデモをする、異議申し立てをする社会になりつ

つある

■アースデイ東京がある（きっかけはあなたのすぐとな

りにあることに気づいてもらう場）

■再生可能エネルギー、グリーン電力に少しづつ目が向

いてきた

■声を上げる人、学ぼうとする人が少しづつ増えてき

た。そういった機会、場も増えてきた。

■昔からもっている日本魂

■繊細さ

■時代の変化が次 と々起こる中でも、自分たちの力を

ハッキリし、未来への生き方を考える人が増えた。

■人と人の絆が重視されている

■子どもの頃から環境問題等に触れる機会が増えてい

るかもしれない

■元気に社会を変えよう、考えようという若者が増えて

きた。

■直感が効きやすい

■世の中の仕組みを動かす人の中に環境問題に関心が

ある人が多いように感じる

■ネットが発達して、本当のことが受発信やりやすい

■わたしとわたしの家族とわたしの仲間がいる

■人への基本的な思いやりがある

■正しいことを正しいと言える世の中になってきた

■企業のソーシャルアクションが増えてきた。

■共産党の躍進

■子育てへのパパの参加

■社会の関心が高くなった

■つながりやすくなった

■ネット上のつながりシェアが増えた

■ネットでいろんな人とつながれる感じ

■すけたきた

■デモが普通になった

■発信できる

■311によって本当にしたいことを考える機会が生まれ

てきた

■情報、マスコミだけでなく様々なソースにあたれるよ

うになった。

■昔の生活が見直されはじめた

■価値感の多様化

■マナーの向上

■絆

■モノよりも関係性が大事

■文化が多様

■環境に貢献する意識やビジネスが増えた。

■ネットが普及した

■地方色が見える企画が増えてきた。

■共通理解ができる人々の出会いが増した！

■安全、女性が１人で外で歩ける。泥棒が少ない

■人が親切

■若い子どもには未来がある

■悪い大人たちへ選挙をすすめた

■情報の多様化

■悪人が減ってきた若い人にPUREな人が多い

■周りには子だくさんが多い

■食べ物や水道水が比較的安心

■発送電分離ができれば日本はスゴク良くなる

■コミュに呈の多様化

■組織から個人へ

■人がオープンになった

■思いやり

■文化、まだ受け継げる

■大企業→中小企業個人商店、大都市→地方都市

■起業しやすくなった

■お金持ちの高貴なたしなみが文化になり始めてる（寄

付など）

■女性が活躍しやすい

■農業が少し見直されている気がする

■地域のことを考えるようになった

■田舎の文化暮らし

■情報の共有化が進んだ

■知識、情報はやる気があれば何でも入手できる。

■情報が簡単に手に入れることができる

■問題が“見える化”されやすいインターネットで横の

つながり、活動が広がる

■同じ思いを持つ人たちがつながりやすくなった

■つながりやすくなった

■音楽は楽しい！

■多種多様な団体が出店している。

■多様性　■多種多様

■来場する方が子どもから年配まで幅広い

■色々な団体・個人での活動を知ることが出来る。

■NPO、NGO環境系の企業やショップなどが隔たりな

く一堂に集う場

■市民・企業・NPO・NGO・アーティスト・農民・行政など

ジャンルを超えてコラボ

■知らない人とのつながりを持てる。

■NPOなど目的を持った人と出会えた。

■仲間ができる

■土と出会えた。

■スタッフに知り合いが多い＝vosionを共有している

人と必ず会える。

■気持ちのシェア

■アースデイ全体のスタッフさんは一体化して、協力し

あっていて、普段の生活や仕事でもそんな状態になれ

ば素敵だと思った。

■J-Wave　XchangeのDJと当日スタッフでかかわり

物々交換をやりものを棄てずにゴミを出さず再び物が

使われるシェア感が良かった。

■ボランティアを含む、多くの運営スタッフによって支

えられている市民イベント

■水平性

■仲間と集まれる場

■誰でも参加できる

■みんな参加できる

■子どもと安心して共有できる

■フツーの人が、気軽に参加できる

■世界的な広がり期待できる

■毎年10万人を超える人々が集まる日本一の環境イベ

ント。

■東京の中心でイベントしても有名（うまく活用）

■東京、日本の中心でやることの意味

■大規模になって誰でも参入できる

■実績がある＝信用がある

■持続可能な社会の具体的なモデルがみられる。

■持続性

■わかりやすく発信

■身近な環境問題を取り上げている

■気づきを広めていく

■地球環境のことが学べる

■ライブ

■市民レベルのイベントを開催できる

■自分のやりたいことが見つかった

■参加、体験することによって、意識的に続けている事

ができる。

■NPOの人と直接話せるのがいい。

■みなさん、子どもにやさしい。

■SNSでつながれた

■世界が広がった

■オーガニック、自然環境など知れる機会

■カドマンがいつも元気で楽しいアースデイ

■ひとつの企画に関する事を継続すると多くの出会い

がある。

■LOVE＆PEACEをベーストーンに実はしている。

■環境にやさしい食べ物、モノ、人々に出会える場

■様々支援団体や活動をつながることができそう。

■政党・企業から独立したムーブメント

■理屈じゃなく右脳で楽しめる場！

■影響力が大きい

■多くの人が集まって環境や未来について考えること

ができる

■NoNuks、９条ハッキリいっていた。

■年に一度想いを一つにして集まる場

■誰でも実行委員会に入れるオープン性

■FreeStageが評価いい

■たくさん人が集まってパワーを感じる

■やる気と熱意のある人なら誰でも主体性として関わ

れるオープンなところ

■規模（参加の間口が広い）

■お店、ワークショップ、展示、バランスなく楽しめるこ

と

■普段、目にしないモノが集まっている。

■普段体験しないコトが集まってる

■普段、知り合いになれないような人がいたり、思わぬ

ところで再会したりする。

■個 人々でいるより、社会的な声として影響を与えられ

る。多くの来場者

■ボランティアさんがたくさんいて、みんな笑顔

■いろんな種類の小さな力が集まって大きなイベントが

できたこと。

■世界は人はつながっているナーと感じることができ

た。

■色々な人、活動を知ることができて楽しい！

■自分のやっている活動の紹介ができる

■ムーヴメントのトリガー、各活動の発表

■持続可能な社会を目指す行動

■都会人の意識を変えるきっかけ

■社会を変えようとする力

■メインステージのお手伝い

■キッズプロジェクト、手づくり、おもちゃづくり

■ボトムアップで運営されている（ように見える）

■イベントそのものを楽しむための仕組みがたくさん

あること

■農業の大切さ

■東北ブース

■子どもたちに伝えていきたいイベント

■とにかく人が来る（市民のイベントとしては）

■誰でも楽しくふらっと参加できるイベント

■意識、関心の高い人たちが集まっているところが好き

■平和をテーマに

■小さい団体も、大きい団体も、どっちもフラットにがん

ばる

■様々な団体や、生産者の方 と々直接、交流を持つこと

ができる

■複数の団体が一丸となって行うイベント

■誰でも参加（平等）

■１人ひとりが主役（民主的）

■ボトムアップ

■ただのマーケット市ではないところ

■会場に未来に対する希望が感じられる

■新しいつながりが見つかる

■来た人たちが楽しく社会問題を考えられる場

■参加型

■音楽

■いろんな情報が落ちている気がする。

■ただでLIVE観れるし

■お洒落

■集客力

■世界のいろんなところで、やっている一体感がいい

ね。

■誰でも対等な立場で参加発言できる

■実践の場（エコ食器、テント設営）

■気づきの場（知らないことを知る）

■アウトドアイベント（自然の厳しさ）

■たぶん動員されたりしない自由意思で取り組める。

■１人で行動することは自分について気がつかないこと

が多く、他者の意見を参考に目的を成長できる

■実行委員という形で約１年のミーティングをかけて一

つのイベントをつくることができる。

■他方面の問題を提起し、行動している人 と々ともにイ

ベントをつくることができる

■色々な人との活動の周知（活動している人同士もはじ

めて参加した人も）

■色々な活動グループ、個々のネットワークが生まれる

（出会う、つながる）

■アースデイから得た発想ヒントをそれぞれの生活に

活かしていける

■出店者同士来場者を出店者がつながる場となり活動

の場を広がるキッカケとなる

■観に来る方々が普段知らなかった情報を得られる

■普段、小さな団体で活動して方々が広く皆に知っても

らうことできること

■東京の美味しいオーガニックが集まる知れる食べら

れる



■社会のネガティブな問題

■社会の課題

■その解決策

■その協力者

2013.8.31(日)　『アースデイ東京２０１４に向けたミーティング @cafe Slow』のまとめ（その2）

どうしたら無関心を関心にできるか？

どうしたら豊かな教育ができるか？

どうしたら子どもが元気に笑顔に安心して育てられるか？

どうしたら若者の無関心をなくせるか？

毎月会合（ダイアログ）
アースデイでフォーラムテント
市民サミット

家族で話し合って
家族のメッセージを提示する

（ネットや会場掲示板）

コミュニティスペースをつくり、NPOと来場者が話し合える
場所、時間をつくる。（案としてタイムテーブル制にする）

難しいことを
なるべく明快に伝える

（ときにはエンター
テイメント性をプラス）

小さなメディアでも楽しさを伝えてもらう

『今日の話題』というメニューをおいた
居酒屋チェーンをつくる

福祉に手厚い国に
人の話をとにかく聞く場づくり

活動している人と知り合える場づくり

アースデイ宣言をみんなでつくる

相手に関心を持つ。

そういう子を増やす

少年少女若者

子どものサインを
読めないお母さん
※子どもに関心がないと読めない
→ アースデイを体験の場に

悩んでいる人
困っている人
どうしていいかわからない人

NGO、NPOの活動家

酔っぱらいの話し好き
記憶を失わない人

楽しくて美味しくて敷居が低い
日本酒の利き酒

映像を使う

文化の力を利用

個人の力を
エンパワーメントする
仕組みをつくる

個人の力（=点）を増やす
個人、市民が1人ひとりが主役に！

個人の力（点と点）を線でつなげる

世間から外れているおじさん

駅前にワークショップカフェを
つくる

『想い』の情報を
プラットフォーム化

「楽しい」想いの共有

自分に自信を持つ
開き直る

大人が自信を持つ

子どもが大人の価値感を押しつけられない
縛られないこと

日常会話の中に
自分に何ができるか？と考える

自分に合った生き方、楽しみ方を見つける

自分がやってみせる

時間をかけてわかってもらう

簡略化せずに思ったことを大切にする

いいことだったら取り入れてもらえる

アースデイの
出店者や来場者
同士がじっくり
対話できるように、
ブースの前に
イスをおく。

アースデイだよ全員集合！
春の大作戦会議

お金から解放された空間を提示

 ←食を入り口に

NGO、NPO、学者、農家
職人、文化人、芸術家
政治家、企業家

アメリカからの影響

経済、社会がアメリカ支配

交渉で米国に勝ったためしがない

米国基地は治外法権
実質上アメリカの植民地

対米従属

他人の仕事を正当に評価していない

忙しさを理由にしてかかわりを避ける社会

混んでいる、ゆとりがない

めんどくさがり、エネルギーを保存

教育者の問題

教育が貧困

情報格差
ネットだけでつながる

洗脳教育

権力志向

ブラック企業

原発推進

資源の奪い合い
エネルギー問題

遺伝子組み換え

多様性が少ない

社会に対する閉塞感

このままだと結婚できない社会

結婚式のカタログ社会

グローバリぜーション グローバル企業

グローバリぜーションが多様性をこわしている

強欲資本主義お金中心・商業主義右傾化・ネトウヨ

プロパガンダ

声が大きい人だけの社会

社会運動と自然と触れる感覚とが同時に成立していない

18満票とった人でも当選できない日本の政治

つまらないことで足をひっぱる社会、派閥社会

無責任社会

自民圧勝

孤立感

真実を伝えないマスコミ報道

メディアの仕組み

いろんな人の視点にたっていない

社会に対して無関心

自分の無知、無関心

国民の無関心

日本人の言語や伝統的メンタリティー

コミュニティの崩壊（高齢化の孤立化）

問題について考えつづけてしまうことが問題

日本人としての誇りがなくなっている（特に若者）

教育のあり方
生きる力の低下
無責任の蔓延
→　教育システムの問題

スイッチをオフにしている
人がいる。時がある

愛のない社会

すし文化の
欠片もない！

大手回転寿司
が嫌い！

いのちが見えない
食べ物も色や形だけでしかない

どのようにみんなをつなげるシステムをつくりあげるか？

どうしたらたくさんの人に情報を伝えられるか？

どうしたら相手に想いを伝えられるか？

どうしたら世界と直にふれあえるか？

アースデイに関心もっていない人たちとどうやってつながっていけるか？

どうしたら自然とふれあえるか？
どうしたら土とふれあえるか？裸足になれるか？

どうしたら多様性が見えるか？

地球温暖化
異常気象

気候変動

食について
情報開示をすべき
偽物と本物と偽る

嫌いなら行かなきゃいい

『食の多様性』は『食の安全』とは違う

『食の安全』よりも『食の安心』

信頼関係、顔の見える関係

新しい
価値と
文化の
提案

原発、農薬、遺伝子組み換え
みんなエンジニアがつくっている。
→エンジニアを我々側に取り込む

パソコンではなく
でかけていって
会おう！

自分たちでつくること

食べ物のつくり方を子どもに体験してもらう

イベント、映画の上映会きっかけづくり

知る機会を増やす 若年層ヘ

判断材料の提示
センスよく！

若いパワーを使って

楽しい祭りをつくる

続けること。継続性

たね市
たね交換会

無農薬農業キットの販売

シェアする“たね”プロジェクト

平均化した景色ばかり、田舎でも

日本の借金1000兆円

利潤追求社会

3人に1人が、がんに

食品添加物

TPP問題

農薬、モンサント

どうしたら閉塞感を打破にできるか？

どうしたら子どもを安心して産む気になる社会になるか？

どうしたら経済資本主義から脱することができるか？

socialgoodをビジネス面でも成立する形にできるか？
どうしたら社会運動が地方に広がるか？

どうしたら食の安全を確保できるか？

　どうしたら脱原発は可能か？

どうしたらTPPを止められるか？
どうしたらアメリカから脱却できるか？

堀潤さん

大手SNS運営会社の
経営者とコラボ

地域、職場、学校などのコミュニティで
社会問題を話し合う仕組みをつくる

GIFT ECONOMY
LOVE ECONOMY

EARTHDAY ECONOMYを
主流化するためにモデルシステムの開示

イベントだけでなく
デジタル（HPなど）空間への展開

インターネットをつかう

アースデイ後のフォロー

市民グループが認められない社会

選挙結果の絶望感から来る脱力モード

周りの1人ひとりに毎日伝えていく

何かが起きてから行動する

1人ひとりのアイデンティティの確立

批判しないコミュニケーション

お金＝恐れ＝忌みするもの＝けがれ

見える化
どこで
どうやって
どんな人

大都市へのエネルギーと人の集中、地方、田畑の荒廃

社会の複雑化、具体的提言の発信しにくさ

原発による健康被害の認識、情報政策、子ども達の状況

本当の情報が見えにくくなっている。
見えなくなっている（食品や社会システム）


